
２０２０年度 事業報告書 

  

委員会名 役職 担当 

拡大推進会議 議長 横田隆 

 

基本方針 

 大館青年会議所ではこれまで６３年もの間、先輩諸氏が明るい豊かな社会を目指し、地域に活力をも

たらす運動を展開して参りました。かつては１００名を超す会員が在籍した大館青年会議所も、２０２０年

度は２２名からのスタートとなり、このままいけば、数年後には半数が卒業するまさに存亡の危機に立

たされています。人が人を磨き上げる青年会議所にとって、多くの会員を擁することは不可欠であり、

「修練・奉仕・友情」のＪＣ三信条を地域に広め、ともに志を同じくしていく仲間を増やす必要があります。 

 まずは、会員全員が共通の目的をもって会員拡大を推進するために、地域にいる多くの新入会員候

補の情報を収集し、候補者をリストアップすることで、率先して拡大活動に邁進する基盤を築き上げま

す。そして、青年会議所の理念をより多くの人に浸透させるため、全会員が一丸となった拡大運動を展

開することで、ともに新しい時代に「跳戦」する仲間を増やす運動を促進します。さらに、拡大活動への

機運を高めるために、会員の意欲を向上させる例会を開催し、全会員の拡大に向けた意欲を醸成させ

ます。また、充実した拡大活動に向かうために、ＯＢとの親交を深める交流会を開催し、現役とＯＢとの

連携を高め、会員候補の情報拡充を図ります。 

 志を同じくする仲間を迎える我々の運動が、会員一人ひとりを自己成長させる原動力となり、責任と自

覚を持った会員同士が集い力を合わせることで、地域に活力を与える人財へと成長し、ともに郷土の明

るい未来を目指して、さらなる高みに「跳戦」していく元気のあるまち大館を実現します。 

 

 

  1 2 3 4 

事業区分 他 他 他 他 

事業名 

全会員を巻き込んだ 

会員拡大活動 

および情報収集 

会員拡大例会の 

企画・運営 

会員拡大懇談会の 

企画・運営 
ＯＢ交流会の企画・運営 

事業目的 

【対外】 

なし 

 

【対内】 

一人ひとりの会員が当事

者意識をもった会員拡大

の促進。 

 

【対外】 

なし 

 

【対内】 

会員拡大の重要性を再認

識し、さらに拡大運動に向

けた気概を向上させること

を目的とします。 

大館青年会議所の年度

目標である会員４０人を目

指すことを目的とします。 

 

 

【対外】 

なし 

 

【対内】 

２月以降の会員拡大を改め

て検証し、今後さらに気概

を高める機会を全会員と共

有することを目的とします。 

【対外】 

実施せず 

 

【対内】 

実施せず 

 

実施日時 

通年 ２０２０年 ２月 １９日

(水) 
１８：３０～２１：００ 

２０２０年 ６月 １７日(水) 

１９：００～２１：００ 

実施せず 

事業内容 

全会員を３つのグループ

に分け、会員候補リスト

を作成し、グループリー

ダーを筆頭に会員募集

に向けたアプローチを展

開した。 

全会員が「大館青年会議

所が会員減に起因する存

続における危機的状況に

ある」現状を共有し、会員

拡大が急務であることを

理解してもらうために、拡

大への意識を変革させ、

事業翌日からすぐ行動に

移せるような意欲を持って

もらう例会を設営しまし

た。 

 

第 1部 

「虻川先輩に学ぶ拡大の

必要性と手法」 

 

大館青年会議所がこれ

からも地域に明るい豊かな

社会を目指す運動を推進し

ていくためにも、会員の拡

大は不可欠であることか

ら、２月以降の会員拡大を

改めて検証し、今後さらに

気概を高める機会を全会員

と共有する例会を開催しま

した。 

 

 

【内容】 

〇拡大推進会議議長より 

振り返り(良かった点と改善

点)  

 

新型コロナウィルス感染

症の感染状況を鑑みて

事業中止 



大館青年会議所ＯＢでこ

れまで数々の会員拡大に

尽力された虻川洋行先輩

を講師にお招きし、なぜ会

員拡大が必要なのか、実

際に行動することの大切

さをご講演頂きました。 

 その後、メンバーが候補

者役となり、実際の勧誘

手法をロールプレイング

形式で実演してもらい、会

員拡大のイメージを共有

しました。 

 

第２部 

「グループワーク：拡大運

動シミュレーション」 

 

拡大推進会議が選定した

候補者リストから、相手先

を１０先選び、「なぜその

相手先、誰が、どのように

して」アタックするかを事

前にチーム分けしたメン

バーがグループワークを

行い、対象とそのアプロー

チの仕方を確認し合った。 

 

 

〇各グループリーダーより

報告 (Ａ、Ｂ、Ｃグループ各

リーダー) 

               ・〇

理事長より今後の方針説明 

 

〇懇親会を兼ねた意見交

換会 

参加 

人数 

計画 

外部 

なし 

 

内部 

全会員の参加 

新入会員２０名 

 

 

外部 

なし 

 

内部 

正会員２１名(２１名中) 

外部 

なし 

 

内部 

正会員２０名(２２名中) 

 

外部 

なし 

 

内部 

なし 

結果 

外部 

なし 

 

内部 

新入会員 ３名 

(うち１名は退会) 

外部 

なし 

 

内部 

正会員１２名(２１名中) 

外部監事２名 

外部 

なし 

 

内部 

正会員１３名(２２名中) 

外部監事２名 

 

外部 

なし 

 

内部 

なし 

目的達

成の検

証 

達した点 

【対外】 

なし 

 

【対内】 

 ２０２０年度初頭の１２

月例会において、理事長

より年間計画２０名の拡

大の号令をかけていただ

き、そこから大館青年会

議所はこのまま行くと存

亡の危機に関わる想い

を共有してもらいました。 

 

２月の拡大例会の後は、

グループリーダーを筆頭

に実際に拡大運動へ邁

進する熱量が沸き上が

り、一人ひとりが行動す

るよりも多くの会員で意

識を共有して「運動」を起

こすことが重要であると

【対外】 

なし 

 

【対内】 

〇大館青年会議所の歴

史においても拡大担当者

として名を馳せた講師の

虻川先輩をお呼びし、「な

ぜ拡大が必要か」「そのた

めにどのようなことに気を

付けるべきか」を講演して

いただきました。アンケー

トから心に残った講師の

言葉を記述してもらったと

ころ、多くの前向きな意気

込みが見られました。 

 

また第２部においてグル

ープワークを行い、それぞ

れのメンバーが率先してリ

ストにある選定先以外か

【対外】 

なし 

 

【対内】 

参加者との交流を深め、今

後の拡大意識の共有を図

ることができました。 

 

また新入会員２名が参加

し、正会員と懇親を深めま

した。 

 

【対外】 

なし 

 

【対内】 

なし 

 



理解して行動することが

できました。 

 

らも候補者を選出するな

ど、前向きに検討をする

様子が見られました。 

 

〇本例会を通じて、会員

が拡大運動に最も必要な

「行動すること」の重要性

を認識し、年度目標・会員

４０名に向けて一丸となっ

て跳戦する方向性を共有

することができました。 

 

達しなかっ

た点 

【対外】 

なし 

 

【対内】 

３月以降の新型コロナウ

ィルス感染症の影響によ

り、直接訪問の手法が控

えられてしまったため、会

員の熱量が下がり、年間

を通して拡大の意識を維

持できなかった点が挙げ

られます。 

 

【対外】 

 

 

【対内】 

正会員全員の出席がかな

わなかった点。 

・参加者全員からアンケー

トを回収できなかった点。 

 

 

【対外】 

なし 

 

【対内】 

全会員の出席がかなわな

かった点が挙げられます。 

 

 

【対外】 

なし 

 

【対内】 

なし 

 

次年度への 

申し送り事項 

 

 

 

 

 

 

 

〇参加者をいかに多く集

めるかが例会成功のカギ

となります。拡大会議のみ

ならず、三役や総務委員

会を通じて参加の呼びか

けを徹底してください。 

 

〇候補者のリストアップ作

業は前年のうちから始め

てください。 

 

〇グループリーダーおよ

びサブリーダーの指名は

早いうちに行ってくださ

い。またリーダーそれぞれ

に何をするべきかを明確

にさせてください。 

 

〇今年度はライングルー

プを作り、拡大会議議長

及び各グループリーダー

との情報交換に活用しま

した。スムーズな連携と候

補者がかぶらないように

するために有効であった

と考えます。次年度も検

討してみてください。 

 

なし なし 

 

 

  

総括 

 ２０２０年度の会員拡大運動は、一部の理事だけではなく、理事以外の全会員が今後の大館青年会

議所を背負って立つ気概を意識し、会員拡大を進めていくことを目標にして計画してきました。理事長の

方針に従い、２月の拡大例会から一気果敢に拡大活動を展開しましたが、その折に発生した新型コロ

ナウィルス感染症の影響で、訪問が限られてしまい、残念ながら目標人数の２０名を達成することはで

きませんでした。 

 今年、『跳戦』した「全会員を巻き込んだ会員拡大活動」「グループリーダーを筆頭にした拡大システ

ム」など、より良い点は引き継いでいただき、検証の上で改善するところがあれば新しい手法を選定して



もらうことで、２０２１年度以降の大館青年会議所を若い力を結集させ盛り上げていただきたいと思いま

す。一年間ありがとうございました。 
 

 


